










要約:先天異常モニタリングは環境要因による先天異常の発生を防止することを目的とし

ている。そのために先天異常の発生状況を継続的に監視し異常事態に対して迅速に対応す

ることが要求されている。頻度変化のみに着目していては,中等度以下の催奇形原の生活

環境への導入を同定できない。つねに問題意識を持ち,周到なケースコントロールスタデ

ィーを行うことで新たな催奇形原の同定も可能となる。同時に,日常的な飲酒,喫煙等の催

奇形性や安全性の評価にも先天異常モニタリングが役立つことを示した。


